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栃木県内全市町立小・中学校の学校課題の
収集と分析⑴
〜 テキストマイニングの手法を用いて 〜
金　井　　　正1・大　木　俊　英１
１　目　的
　現在の教育を取り巻く環境は、大きく変化していると言われて久しい。
少子化の進行、知識基盤社会への移行、急速な情報化の進展、価値観の多
様化などである。更には、次期学習指導要領と現学習指導要領との大きな
違い、１０年後の児童生徒の姿をどう捉えるか、高等学校教育と大学入試
の改革を取り入れた義務教育の在り方、学校教職員の世代交代等、変化を
上げればきりがない。学校は、これらの変化を乗り越え、吸収していく柔
軟性を、今以上に身に付けていく必要がある。このためには、一人一人の
教職員に指導力を付けていくことを基本に置きながらも学校の組織的な働
きが大切と考える。この力を「学校力」と呼び、その向上のための方法は
如何に有るべきかを考えていきたい。
　「学校力」を「児童生徒を成長させる学校の組織的な働き」と捉え、授
業を中核に教育活動の質を高めていくための方策について検討していくこ
とが大切である。教職員間のコミュニケーションを活性化し、教育実践を
より高めていこうとする雰囲気や風土をつくり、課題の克服に向けてのプ
ロセスを共有することによって、「学校力」は高まっていく。そのために、
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教育活動の全てに学校としての基本姿勢が貫かれ、教職員による指導の軸
がぶれないことが、教育効果を上げることに繋がる。
　軸をぶれさせずに、全教職員が「学び続ける」ためには、しっかりとし
た学校課題（各学校の努力し追究しようとする教育課題）が必要である。
その学校課題解明のために、全職員がベクトルの向きを共有し、努力する
ことが大切と考えた。
　以上のことから、今回の研究の目的は、
○　学校（市町立小・中学校）が設定しているいわゆる「学校課題」の収集
　・　県内の市町村立小・中学校の全ての学校課題を収集すること
○　収集した「学校課題」の分析
　・　使われている語の使用頻度からの分析
　・　使われている語がどのような関係性を持っているかの分析
とする。各学校が設定する学校課題を、相互理解（県内全学校間）するこ
とにより、更に深い学校課題設定の可能性が広がるものと考える。
　今回は、小・中学校別の分析の範囲に限定する。
　また、研究を進める上で、「学校課題」という用語以外で表されている
学校については、上記内容と同質であるものについては「学校課題」とし
て、対象にしていくこととする。このことにより、栃木県内すべての小・
中学校を対象にできる（分校、県立学校は除く）。
　尚、今回の研究のベースとなるものは、平成２５年３月栃木県総合教育
センター編「栃木の「学校力」の向上」によるもので有る。
２　方　法
　栃木県内には２５の市町村と７つの栃木県教育委員会事務局教育事務所
があり、それぞれが密に連携し学校教育、特に義務教育を中心に推進して
いる。
　学校数は平成２９年３月８日現在で、小学校３７２校、中学校１５７校
がある（分校、県立学校は除く）。
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　今回は、この全ての公立義務教育学校の学校課題を調査対象とした。主
課題と副課題がある場合が多く、その場合は両方を対象とした。更に、地
区によっては、１校で学習指導面と児童生徒指導面の両方を設定している
場合もあるが、今回の場合は学習指導面の学校課題を対象とした。収集に
あたっては、各教育事務所の協力を仰いだ。この場を借りて感謝申し上げ
たい。
　分析にあたっては、小学校、中学校という範囲で、地域性は加味していな
い。また、用語等の出現回数、関係性の分析にあたっては、「テキストマイ
ニング」と呼ばれる方法で行った。テキストマイニングでは、コンピュータ
により各学校の課題を単語の集まりと認識して頻度をカウントし、単語と
単語の関連性の強さをについても分析する。使用するソフトは、K H Coder
（Ver．2.00ｆ）とした。
　また、各学校の学校課題を見てみると、同じ意味でもひらがなと漢字の
違いや、使用ソフトの特性上、以下の場合には統一させて貰った。
「はぐくむ」→「育む」、「いきいき」→「生き生き」、「一人ひとり」→「一
人一人」、「学びあい」→「学び合い」、「とおして」→「通して」、「つけ」→
「付け」、「わかる」→「分かる」、「共に」→「ともに」、｢伝えあい」→「伝
え合い」、「身につける」→「身に付ける」、「はたらく」→「働く」、「あり
方」→「在り方」、「子供」→「子ども」、「アクティブラーニング」→「ア
クティブ・ラーニング」、「作り」→「つくり」、「３年目」→「３年次」。３
年目と３年次は言葉の違いを統一したものである。上記以外は原文をその
まま用いることとした。
３　内　容
⑴小学校
　①学校課題
別添　資料－１「栃木県内全市町立小学校の学校課題一覧」参照。
「。」で区切ってある最初の文章が主課題で、次の文章が副課題である。
金　井　　　正・大　木　俊　英
204
学校により主課題のみの場合がある。
　②使われている語
表－１　小学校学校課題　用語出現回数
抽出語 出現回数 抽出語
出現
回数 抽出語
出現
回数 抽出語
出現
回数 抽出語
出現
回数 抽出語
出現
回数 抽出語
出現
回数
育成 269 活用 15 育つ 4 キーワード 2 あたたかい 1 気 1 待つ 1
学ぶ 178 次 15 一貫 4 ノート 2 いく 1 輝く 1 大勢 1
児童 169 生きる 15 教師 4 プラン 2 いのち 1 久野 1 拓く 1
する 168 デザイン 14 向かう 4 意見 2 かかわり合い 1 居 1 探求 1
授業 155 改善 14 自己 4 英会話 2 かかわる 1 共同 1 端末 1
表現 116 技能 14 自信 4 音楽 2 かく 1 共有 1 段階 1
活動 109 知識 14 自他 4 確立 2 きた 1 強化 1 築く 1
指導 105 道徳 14 実現 4 学校 2 こたえる 1 教諭 1 着く 1
学習 101 ユニバーサル 12 重視 4 活かす 2 ことば 1 計算 1 仲間 1
工夫 97 研究 12 少人数 4 貫く 2 さくら 1 個別 1 調べる 1
できる 95 展開 12 場 4 関わる 2 そえる 1 誇り 1 追求 1
考え 88 働 12 振り返る 4 関心 2 それぞれ 1 交換 1 追究 1
自分 83 喜び 11 数学 4 願い 2 つく 1 向き合う 1 伝う 1
子ども 78 言葉 11 正しい 4 基盤 2 つながる 1 好ましい 1 伝わる 1
目指す 75 実感 11 設定 4 気づく 2 でる 1 工作 1 登校 1
主体 74 取り入れる 11 説明 4 協同 2 なかよし 1 広がり 1 東 1
伝える 69 能力 11 地域 4 教材 2 なる 1 構成 1 動作 1
高める 62 ある 10 聴く 4 響く 2 ねばり強い 1 行なう 1 同士 1
自ら 62 在り方 10 努める 4 経営 2 ねる 1 貢献 1 道徳的 1
力 61 習慣 10 特別 4 決定 2 のばす 1 高い 1 特性 1
充実 58 書く 10 読解 4 健やか 2 ひとり 1 困難 1 届ける 1
考える 54 推進 10 年次 4 健康 2 ひとりひとり 1 仕方 1 内容 1
算数 49 読む 10 文章 4 個 2 ふるさと 1 姿勢 1 悩み 1
学力 47 めざす 9 味わう 4 考え方 2 みゆき 1 支う 1 能動 1
言語 47 確実 9 味わえる 4 高め 2 もっと 1 視覚 1 把握 1
思考 45 教科 9 連携 4 支える 2 やく 1 事実 1 培う 1
基礎 42 効果 9 話す 4 事業 2 やさしい 1 持てる 1 発信 1
思い 42 合える 9 かかわり 3 自立 2 やる気 1 自ら 1 発想 1
分かる 40 時間 9 つくる 3 質 2 よく 1 自覚 1 発達 1
基本 39 やすい 8 はぐくむ 3 取組 2 よせる 1 自主 1 発表 1
ともに 36 アクティブ 8 よい 3 深まる 2 より抜く 1 自身 1 伴う 1
図る 33 ラーニング 8 カ 3 人 2 アップ 1 自力 1 反復 1
向上 32 感じる 8 意図 3 人権 2 アプローチ 1 軸 1 班 1
意欲 30 視点 8 運動 3 成立 2 イメージ 1 実態 1 比べる 1
確か 30 習得 8 楽しむ 3 正確 2 グランド 1 写 1 氷室 1
学び 30 集団 8 求める 3 相手 2 コミュニケーションカ 1 社会 1 表す 1
合う 30 より 7 筋道 3 総合 2 コロロ 1 主として 1 不安 1
定着 29 互い 7 見つめる 3 促す 2 サポート 1 取り組める 1 文 1
豊か 29 向ける 7 広げる 3 存在 2 スキル 1 守る 1 返事 1
生かす 28 支援 7 思いやり 3 多様 2 スタンダード 1 手法 1 保証 1
生き生き 28 伸ばす 7 取り組み 3 体 2 タブレット 1 受け止める 1 方策 1
国語 27 態度 7 小規模 3 探究 2 ピア 1 周知 1 芳賀 1
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　「育成」が最大で２６９回の頻度であり、学ぶ、児童、する、授業、
表現、活動、指導学習、工夫、できる、考え、自分、・・・・等と続
く。この用語をストレートに繋ぐと「学ぶ児童を育成する。」「授業は
表現活動を重視する。」「自分で考え工夫した学習ができる。」等、文章
はできてくる。
　③語の関係性（ネットワーク）
　抽出語の関係性を線で結び、関連性（ネットワーク）を明確にした。
関連性の深い語が太い線で結ばれている。図－１「小学校学校課題　
出現語の関係性」では、AからHまでの８の語群に分れた。尚、これ
らは使用ソフトの決めにより、今回の目的達成に必要な範囲を選択す
るため、出現回数の頻度数を最小値５とし、関係性を決めるJaccard 係
数を0.15以上の語群を抽出する様に設定した。
育てる 25 大切 7 小中 3 知る 2 ＵＤ 1 将来 1 本 1
持つ 25 通す 7 小中 3 着実 2 プラス 1 称賛 1 満ちる 1
認める 24 聞く 7 焦点 3 通常 2 メイン 1 乗り入れ 1 命 1
楽しい 23 方法 7 伸びる 3 徹底 2 愛す 1 信頼 1 目的 1
取り組む 23 友達 7 人間 3 努力 2 安全 1 新橋 1 目標 1
子 22 よる 6 尊重 3 当てる 2 位置づける 1 森林 1 友だち 1
身 22 家庭 6 対話 3 踏まえる 2 悦ぶ 1 親しむ 1 友情 1
付ける 22 環境 6 単元 3 読書 2 価値 1 進める 1 遊び 1
教育 21 関わり 6 適切 3 発見 2 可能 1 図画 1 予防 1
心 21 読み取る 6 粘り強い 3 発問 2 改革 1 図書館 1 様々 1
課題 19 たくましい 5 発揮 3 併設 2 外 1 世界 1 養護 1
実践 19 つなぐ 5 立てる 3 保護 2 格 1 生まれる 1 立つ 1
進む 19 応じる 5 論理 3 望ましい 2 核 1 積み重ねる 1 流れ 1
判断 19 学業 5 話し合い 3 夢 2 獲得 1 全員 1 励む 1
育む 18 関係 5 ＩＣＴ 2 明確 2 学べる 1 全校 1 練習 1
解決 18 協力 5 いきいき 2 問い 2 活 1 創 1 話 1
創造 18 見通し 5 かかわりあう 2 理科 2 活性 1 創り出す 1 話し方 1
もつ 16 行動 5 しっかり 2 理解 2 漢字 1 創る 1 話合い 1
よい 16 生活 5 すべて 2 励ます 2 喜ぶ 1 他 1
互いに 16 生徒 5 つながり 2 話し合う 2 基づく 1 他者 1
深める 16 読み 5 つなげる 2 安心 2 寄り添う 1 体験 1
中心 16 問題 5 ねらう 2 ＨＹＰＥＲ 1 寄る 1 体制 1
コミュニケーション 15 良い 5 もと 2 ＰＩＳＡ 1 機器 1 体力 1
学級 15 意識 4 インクルーシブ 2 ＱＵ 1 習熟 1 防災 1
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図－１　小学校学校課題　出現語の関係性
  
　以下概要をつかむ。
　○Aの語群から
　育成を中心に、児童、学ぶ、授業、する、表現、考え、等が使われ、
活動、高める、工夫、学習、目指す、伝える、自分等の関わりが深い。
基礎、基本は定着と関連し、確実、知識、技能、習得と関わりが深い。
学力は、確かと関わりが深く、身、付けるとの関わりは他と比較して
弱い。
207
栃木県内全市町立小・中学校の学校課題の収集と分析⑴
　○Ｂの語群から
　心が中心となり、豊かと強く関わる。教育、道徳、育むと関連して
いる。生きるの語がたくましいと関わり、生徒、環境、つなぐと関連
する。（めざすは、目指すの誤変換で検討課題とした。）
　○Ｃの語群から
　認めるが中心となり、学級、合う、よい、互いと関連する。
　○Ｄの語群から
　解決には、課題、問題、向けると関連する。
　○Ｅの語群から
　ユニバーサル、デザイン、視点、取り入れると関連する。
　○Ｆの語群から
　国語、読むの関連も多く見られる。
　○Ｇの語群から
　アクティブ、ラーニングについても８回の頻度であった。
　○Hの語群から
　コミュニケーション、１５回の頻度で能力という強く関連する。
⑵中学校
　①学校課題
別添　資料－２「栃木県内全市町立中学校の学校課題一覧」参照。
「。」で区切ってある最初の文章が主課題で、次の文章が副課題である。
学校により主課題のみの場合がある。
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　②使われている語
表－２　中学校学校課題　用語出現回数
　「生徒」が最大で１００回の頻度であり、育成、学習、する、指導、
学ぶ、授業、学力、活動、目指す、充実、・・・・等と続く。この用
語をストレートに繋ぐと「学習する生徒の育成。」「学ぶ指導の授業。」
「学力の充実を目指す活動。」等、文章はできてくる。
抽出語 出現回数 抽出語
出現
回数 抽出語
出現
回数 抽出語
出現
回数 抽出語
出現
回数 抽出語
出現
回数 抽出語
出現
回数
生徒 100 改善 8 特別 4 深める 2 可能 1 根拠 1 担う 1
育成 96 向かう 8 能力 4 進む 2 会話 1 最後 1 探求 1
学習 68 持つ 8 夢 4 人 2 解決 1 細やか 1 段階 1
する 62 アクティブ 7 明確 4 人材 2 学び取る 1 参観 1 知性 1
指導 59 ラーニング 7 なる 3 正しい 2 学年 1 算数 1 中 1
学ぶ 58 一貫 7 よる 3 中 2 活気 1 思い 1 中小 1
授業 56 考え 7 応じる 3 中心 2 葛生 1 視野 1 仲間 1
学力 46 合う 7 核 3 聴く 2 環境 1 事業 1 丁寧 1
活動 44 子ども 7 技能 3 徹底 2 間中 1 持てる 1 通常 1
目指す 43 自分 7 互いに 3 努力 2 関係 1 時 1 努める 1
充実 42 習慣 7 高め 3 評価 2 喜び 1 時間 1 東 1
表現 39 小中 7 実感 3 不安 2 基盤 1 次代 1 当てる 1
工夫 38 生きる 7 取り入れる 3 併設 2 機会 1 自信 1 働く 1
主体 35 ともに 6 重視 3 魅力 2 気づく 1 質 1 同和 1
基礎 34 コミュニケーション 6 人間 3 目的 2 規律 1 質的 1 道徳 1
向上 30 確実 6 積極 3 励ます 2 輝く 1 主役 1 特性 1
確か 29 確立 6 尊重 3 連続 2 義務教育 1 出す 1 那須 1
基本 27 学級 6 知識 3 論理 2 求める 1 書く 1 内容 1
高める 27 教師 6 適切 3 話し合う 2 共通 1 小規模 1 入れる 1
思考 26 研究 6 日本一 3 HYPER-QU 1 共同 1 少人数 1 年間 1
意欲 25 向ける 6 聞く 3 ６つ 1 協同 1 焦点 1 年次 1
言語 25 在り方 6 目標 3 ＨＡＧＡ 1 強い 1 乗り入れ 1 悩み 1
自ら 24 支援 6 良い 3 あいさつ 1 教える 1 職員 1 悩む 1
判断 24 自己 6 連携 3 あきらめる 1 教員 1 伸ばせる 1 発言 1
定着 23 創造 6 あり方 2 あてる 1 教養 1 伸びる 1 発達 1
学び 18 態度 6 つくる 2 かける 1 傾聴 1 心身 1 発展 1
教育 18 伝える 6 つながる 2 きめる 1 形成 1 振り返る 1 発表 1
図る 18 たくましい 5 つなぐ 2 すすむ 1 形態 1 真剣 1 発問 1
集団 17 意識 5 めざす 2 すべ 1 系統 1 訊く 1 備える 1
できる 16 課題 5 よい 2 すべて 1 経営 1 数学 1 部 1
身 16 活用 5 より 2 つくり 1 迎える 1 世界 1 返る 1
付ける 16 教科 5 キャリア 2 ない 1 結び付ける 1 是 1 補充 1
取り組む 15 合える 5 デザイン 2 はじめ 1 健やか 1 成長 1 豊田 1
分かる 15 児童 5 プロジェクト 2 ふる 1 健康 1 生き生き 1 望ましい 1
豊か 15 実現 5 愛す 2 もつ 1 研修 1 生き抜く 1 防災 1
力 15 地域 5 引き出す 2 もと 1 見取る 1 生活 1 本気 1
実践 14 認める 5 関心 2 やる 1 個性 1 声 1 磨ける 1
推進 14 方法 5 興味 2 よく 1 語り合える 1 青雲 1 味わえる 1
心 13 ねらう 4 継続 2 カ 1 交流 1 説明 1 無い 1
考える 12 楽しい 4 計画 2 コンセプト 1 公開 1 全体 1 問題 1
生かす 12 支える 4 個別 2 シート 1 校 1 創る 1 揚力 1
展開 11 自他 4 効果 2 ブロック 1 肯定 1 相互 1 様々 1
育む 10 社会 4 行動 2 ユニバーサル 1 行事 1 体 1 陽 1
育てる 9 習得 4 志 2 安心 1 貢献 1 体感 1 理解 1
家庭 9 小中 4 視点 2 安全 1 高い 1 体現 1 立つ 1
学業 9 伸ばす 4 自主 2 意見 1 高まる 1 対話 1 領域 1
学校 9 大切 4 自立 2 意図 1 国語 1 大小 1 臨む 1
ある 8 通す 4 主体性 2 英語 1 国際 1 谷 1 励む 1
よい 8 働 4 取組 2 何事 1 根気 1 単元 1 和 1
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　③語の関係性（ネットワーク）
　抽出語の関係性を線で結び、関連性（ネットワーク）を明確にした。
関連性の深い語が太い線で結ばれている。図－２「中学校学校課題　
出現語の関係性」では、AからKまでの１０の語群に分れた。尚、こ
れらは使用ソフトの決めにより、今回の目的達成に必要な範囲を選択
するため、出現回数の頻度数を最小値５とし、関係性を決めるJaccard
係数を0.15以上の語群を抽出する様に設定した。
図－２　中学校学校課題　出現語の関係性
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　以下概要をつかむ。
　○Aの語群から
　育成、生徒が中心になり、学習、指導、する、主体と関わりが深い。
学習からは、基礎、基本、定着、目指す、との関わりが深い。学力は、
確か､ 身に、付けると関連している。表現は、活動、充実を通して、
学習と関連している。授業、学ぶ、する、分かると関連している。
　○Ｂの語群から  
　豊かから、心、たくましい、持つ、一貫を通じて、小中、教育、推
進と関連している。
　○Ｃの語群から
　実現は、自己、教師、むけると関連する。
　○Ｄの語群から
　考えは、自分と深く関わり、できると関連する。
　○Ｅの語群から
　習慣は、確立と深く結びつき、家庭が関連している。
　○Ｆの語群から
　生かす、よいと関連している。
　○Ｇの語群から
　アクティブ、ラーニングと結びつく。
　○Hの語群から
　コミュニケーション、活用が関連している。
　○Ｉの語群から
　教科、方法と結びつく。
　○Ｊの語群から
　集団、向かうと関連している。
　○Kの語群から
　育む、在り方と関連している。
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４　考察と今後の課題
　今回は、各学校の教育課題、特に学習指導面で解明していく学校課題と
いう方向性で収集、分析を行った。
　小学校と中学校の学校種別の違いがあった。大きなもの３つを挙げると
◦児童生徒の育成と「学力」の関係は、中学校の方がより強い関連性が
あった。
◦小学校には、基礎、基本に関しての関連する語が多くあった。　
◦心の教育に関しては、小学校の方が関連性する語が多くあった。
となる。
　「学業」の語は、小学校５回、中学校９回という出現数であったが、学業
指導における２本柱である、「学びに向かう集団づくり」と「子どもが意欲
的に取り組む授業づくり」と関連性が見られる学校課題は多くあった。学
業指導に関しては、文部科学省編平成２２年３月版「生徒指導提要」のP18
に紹介されているとおり、児童生徒一人一人の自己実現（社会的自立）を
図っていくための指導・支援としての教育活動である。
　現在、次期学習指導要領の内容が多くの書物等で取り上げられているが、
今後は更に学校課題の用語として入ってくるものと思われる。例えば、「ど
のように学ぶか」における、「主体的・対話的で深い学び」は大切な学習方
法であり、「対話」、「深い」等の用語を取り入れてくる学校が多くなること
は考えられる。
　教育は、過去から現在未来へと脈々と続く不易の部分（日本ならではの
教育文化）と、時代に応じた流行の部分がある。この不易と流行を取り入
れ、「学校力」を高めていくことが重要となってくる。その根本には、教員
一人一人の高い指導力が望まれる。
　今後、本研究は、今回の収集と分析を元にして、地域別の傾向、教育環
境の変化を加えていく。更に、「学校力」向上を目指し、児童生徒を成長
させる学校の組織的な働きを高めていくために、教職員間のコミュニケー
ショを活性化し、教育実践をより高めていこうとする雰囲気や風土づくり
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に向けた、学校課題の設定と、現職教育や校内研修など解明の方策をまと
めていくこととする。
引用文献・資料
栃木県総合教育センター編「とちぎの「学校力」の向上」平成２５年３月
別添　資料－１　「栃木県内全市町立小学校の学校課題一覧」
※eは小学校であることを示し、数字は各学校毎に付けてある。
e   1　かかわり合い響き合い学び合う子どもの育成。自ら考え、共に学びを深める授業づく
り。
e   2　自分の思いを大切にし、伝え合い、学び合う児童の育成。協同的な学びを通して、思
考力・表現力を育てる指導方法の工夫。
e   3　自分の思いを生き生きと表現できる児童の育成。聴いて、考えて、伝え合う授業づく
りを通して。
e   4	 自分の思い･考えを持ち、学び合い、創造できる子どもの育成。全校体制での音楽科
の授業づくりを通して、キーワード自立・協働・創造。
e   5	 イメージする力の育成。一人一人の学びを深める授業を目指して。
e   6	 ともに学ぶことを喜び、高め合うことができる子どもの育成。友達の考えに心をよせ
て聞くことができる子どもの育成。自分の思いや考えを分かりやすく表現し、伝える
ことができる子どもの育成。
e   7	 児童が主体的に学習活動に取り組むための単元構成と事業づくりを行なう。
e   8	 自らの課題をもち、わかりやすく表現しようとする児童の育成。学び合い、深められ
る授業づくり。
e   9	 だれもが「楽しく・わかる・できる」授業の創造。ユニバーサルデザインの視点を取
り入れた国語の授業づくり。
e  10	 進んで学習に取り組み、共に学び合う、心豊かな児童の育成。「さくらの学び」より、
「学び合う・振り返る」の重視
e  11	 自ら学ぶ意欲を持ち、生き生きと活動する子供の育成。「伝え合う力」を育てる英会
話の時間の授業実践。
e  12	 基礎・基本の定着及び学習意欲の向上と学習習慣の確立を図る。
e  13	 コミュニケーション能力の育成。児童が生き生きと取り組む英会話の時間。
e  14	 主体的に学習に取り組み、生き生きと学び合う児童の育成。国語科「読むこと」にお
ける効果的な言語活動の展開。
e  15	 主体的に取り組み、学び合い、課題を解決する児童の育成。児童の実態を踏まえた算
数科指導方法の工夫。
e  16	 豊かなかかわりの中で、生き生きと活動する児童の育成。
e  17	 学び合い、ともに育つ。学び合い、自立を目指す児童の育成。
e  18	 生き生きと自分の思いや考えを表現できる児童の育成。書く活動を通して。
e  19	 分かる授業に努め学習への関心・意欲を高めるとともに、漢字・計算・読解・音楽・
視写を中心に反復練習を徹底させ、基礎学力の習熟を図る。コミュニケーション力を
育成するために、話し方・聞き方の指導、集団での学び合い活動を充実させる。家庭
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と連携を図るため「みゆき学習スタンダード」の指導を強化し、保護者への周知を図る。
e  20　学び合い、高め合いながら、意欲的に問題解決を進めていく授業づくり（２年次）。
気付きや考えを伝え合う活動を通して。
e  21	 ともに学び、ともに育つ。「確かな学力」を育成する「できる・分かる・楽しい」授
業を目指して。
e  22	 学び合いを通した「分かる授業」における学習意欲の向上。基礎的・基本的な知識・
技能の確実な定着と無探究的な学習活動の充実。
e  23	 一人一人に応じた分かる授業の展開と、自ら考え、意欲的に学び合う児童の育成。
e  24	 自ら考え生き生きと活動する児童の育成。自分の思いや考えを持ち、表現を楽しむ図
画工作の授業。基礎・基本を身に着け、意欲的に学習する児童の育成。コミュニケー
ション能力を高める授業の工夫。各教科の言語活動の充実を目指して。
e  25	 思考力・判断力・表現力を育成する国語科の指導。説明し、書く活動を通して。
e  26	 自らの生活を見つめ、学んだことを生かそうとする子供の育成。人との関わりを通し
て。
e  27	 基礎・基本の充実を図り、進んで学習に向かう児童の育成。実践的なコミュニケーショ
ンの向上を目指して。
e  28	 児童一人一人が基礎的・基本的な知識・技能を着実に身に付け、自ら考え意欲的に学
び合う児童の育成。
e  29	 基礎・基本の習得と学び合いによる思考力・判断力・表現力の育成。学力向上の取り
組みを通して。
e  30	 互いの良さを認め合い、生き生きと学ぶ児童の育成。一人一人の可能性を伸ばす指導
を目指して。
e  31	 学習の基礎・基本を身に付け、自分の考えを持って進んで伝え合い、学び合う児童の
育成。
e  32	「分かる」・「楽しい」が味わえる学習指導の工夫。
e  33	 自分の思いや考えを持ち、主体的に取り組むことのできる児童の育成。養護教諭との
連携を図った健康教育の推進を中心に。
e  34	 聞く態度の育成と確かな学力の定着を図る。学びの意欲を高め、学び合いの充実や活
性化を図る。
e  35	 自分の考えを待ち、進んで表現しようとする子の育成。
e  36	 学ぶ意欲の向上と確かな学力の育成。考えを表現し、高め合うための言語活動の充実。
e  37	 多様な意見の良さを生かした話合い活動を通して、よりよく自己決定する力の育成。
互いの認め合う望ましい集団活動を通して。
e  38	 課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶ児童の育成を図る。
e  39	 適切に課題を設定し、自力で解決したり友達と意見交換して考えを深めたりする能力
の育成。
e  40	 確かな学力を身に付け、ともに学び合う子どもの育成。家庭学習の習慣化（課題プラ
ス１）
e  41	 本を通して、つながりを拓く子供の育成。伝え合い、学び合う子どもの育成を育てる
学校図書館。
e  42	 自分で考え、進んで追求し、生き生きと表現することができる児童の育成。基礎・基
本を着実に定着させ、主体的に学ぶ態度を育てるための効果的な指導の研究。
e  43	 望ましい学習習慣の定着。一人一人に応じた指導の基礎・基本の定着と思考力・判断
力・表現力の育成。（ＩＣＴの効果的な活用を通して）
e  44	 主体的に学習に励み、基礎的・基本的な知識・技能をしっかりと習得できる児童の育成。
e  45	 基礎的な学習習慣の定着と家庭学習の充実を図る。児童一人一人の考えのよさを認め、
困難な課題に対しても意欲的に取り組み、粘り強くより抜く態度を育てる。児童の多
様的な表現が生まれる学習活動を工夫するとともに、それぞれの工夫や発想が認め合
える授業のづくりをする。
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e  46	 ともに学び、ともに育ち、ともに生きる。伝え合う力・学び合う力を高める授業の工夫。
e  47	 分かる・できる授業づくりと学び合う授業づくりに取り組み、学ぶ意欲を高め、基礎
的・基本的な知識・技能の習得に努め、思考力・判断力・表現力等の育成を図る。
e  48	 友達との関わりの中で、学びを生かす児童の育成。算数科の授業を中心として。
e  49	 自分で考え自分の言葉で表現し、ともに学び合う児童の育成。
e  50	 一人一人の子どもを認め、生かす授業の創造。学びのある授業をめざして。
e  51	 学び合いを通して、基礎的・基本的な知識・技能の習得と言語力・活用力の定着を図
り、分かる喜びが実感でき、意欲的に取り組む児童の育成を図る。コミュニケーショ
ン能力を身に付け、互いに高め合う児童の育成を図る。
e  52	 児童の学力向上のための取り組みを推進する。自分の考えを持ち、伝え合い、ともに
学び合いながら課題解決する指導の充実を図る。自分の思いや考えを相手に分かりや
すく伝えられる表現力を育てる。
e  53	 意欲的に学習に取り組む児童の育成（２年次）。意図的に称賛し、自信を育む関わり方。
e  54	 各教科の基礎・基本の定着。思考力・活用力の育成。アクティブ・ラーニングの手法
を取り入れた指導の工夫。
e  55	 豊かな心を持ち、生き生きと活動する子どもの育成。他者との関わり、自分を見つめ
る道徳の授業を通して。
e  56	 学びがいを感じさせる授業をつくる。学級活動で協働する力とやさしい人間性を育む。
e  57	 自ら学び、生き生きと活動する児童の育成。互いに認め合い、たくましく生きる子ど
もを目指した学級活動の授業づくり。
e  58	 分かる授業を展開し学習意欲の向上に努め家庭学習の習慣化を図り発達の段階に応じ
た学習の定着に努める。分かる、できる算数の授業を通して。
e  59	 学び合いの中で互いのよさを認め合う学級集団作り
e  60	 基本を身に付け、生き生きと学び合う児童の育成。学びが実感できる意図的授業の展
開と基礎・基本の確実な定着を目指して。
e  61	 学習指導の工夫・改善による確かな学力の定着・向上。自ら考え、学ぶ児童の育成。
読書の楽しさ、調べて分かる喜びを味わわせる指導工夫。
e  62	 言語活動を通した思考力、判断力、表現力の育成。小中一貫乗り入れ授業を通した、
学習面で解決を図る課題の明確化。効果的な家庭学習の充実により、主体的な学習習
慣の定着化。
e  63	 基礎・基本の定着と表現力の育成。学習態度や学習技能を育てる指導の充実を基盤と
して。
e  64	 基礎・基本を確実に身に付け、粘り強く考え、ともに学び合う児童の育成。
e  65	 課題を持ち、解決しようとする児童の育成。地域を生かした体験活動を取り入れた生
活科・総合的な学習の時間。
e  66	 主体的に学習に取り組み、生き生きと学び合う児童の育成。国語科「読むこと」にお
ける効果的な言語活動の展開。ともに学び合う楽しさを味わう、心豊かな児童の育成。
e  67	 基礎・基本の定着と、言語活動の充実による思考力・判断力・表現力の育成。姿勢や
返事、話の聞き方、発表の仕方などの基本的な学習態度の徹底。
e  68	 確かな読みを育てる指導の工夫。自分の考えを分かりやすく伝えることを通して。基
礎・基本の確実な定着。学習指導の工夫・改善。読書の充実。
e  69	 自らの力を発揮して、意欲的に学ぶ児童の育成。特別支援教育をグランドデザインと
した指導の工夫。
e  70	 自分の考えを持ち、伝え合い認め合える学習の工夫
e  71	 児童が主体的・協働的に学び、思考力・判断力・表現力等を身に付ける国語科授業の
創造。児童一人一人のアクティブ・ラーニングを目指した指導の工夫。
e  72	 自分の考えを表現し、ともに学び、高め合う児童の育成。算数科の協同的な学びのあ
る授業を通して。
e  73	 自分の考えを持ち、進んで表現できる児童の育成。算数科における学び合い活動の充
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実を目指して。
e  74	 自分の考えを表現し、伝え合う学習指導の工夫。算数科における学び合いを通して。
e  75	 算数を楽しみ、自ら探求する学びの創造。思考スキルを活用した共創型対話を通して。
e  76	 自分の思いや考えを表現できる児童の育成。読み取ったことを学び合う国語科の授業
を通して。
e  77	 学び続ける児童の育成。算数科における学び合いを通して。
e  78	 ひとりの学力からみんなの学力へ。対話を通し、主体的に学ぶ児童の育成。
e  79	 互いの考えを伝え合い、学び合う児童の育成。算数科指導を中心として。
e  80	 心豊かで、自分も相手も大切にして行動できる子どもの育成。
e  81	 生き生きと考えさせ、学力向上を図る授業の充実。子どもの思考力が豊かに発揮され
る授業づくりを通して。
e  82	 教師と児童、児童同士の好ましい人間関係を確立し、学びに向かう集団づくりを目指
して。各教科における、対話ある授業づくりを通して。
e  83	 学ぶ意欲をもって主体的の取り組む子どもの育成。学び合い、認め合う算数科の授業
を通して。
e  84	 豊かな心を持ち、主体的にコミュニケーションを図ろうとする子どもの育成。小規模
校のよさを生かした授業の充実。
e  85	 ともに学ぶ子どもの育成。算数科における思考力・表現力の向上を目指して。
e  86	 豊かな心で、共に生きる子どもを育む道徳教育。ピア・サポート活動の推進と自分と
のかかわりで考える「道徳の時間」の工夫。
e  87	 居がいのある学級づくり。児童が意欲的に取り組む授業づくりを通して。
e  88	 地域を愛し、主体的に活動できる子どもの育成。なかよし班を生かしながら。
e  89	 一人一人が確かな学力を身に付けた児童の育成。少人数を生かした授業づくり、個に
応じた学習指導の工夫。
e  90	 学習習慣を身に付け、進んで学ぶことができる児童の育成。個別指導を中心にして。
e  91	 確かな読みのできる子の育成。読解力を高めるための指導法の工夫を通して。
e  92	 基本的な学習習慣を身に付け、意欲的に学び合える子どもの育成。充実した学業指導
を通して。
e  93	 自ら考え、豊かに表現する子の育成。森林環境学習を通して。
e  94	 自ら学び、自ら考え行動する子どもの育成。コミュニケーション力を育て、生かして。
e  95	 児童自らが主体的に学び、協働して問題解決する指導法の探究。「学びの共同体」を
中心にした学習を通して。
e  96	 学び合う関係づくりを求めて。一人一人のよさを生かして。
e  97	 数学的な考え方を育てる指導法の工夫。一人一人の確かな学力の向上を目指して。
e  98	 自らの考えを、言葉で表現し、伝えることのできる子どもの育成。「表現する力」を
高めるための言語活動の工夫。
e  99	 伝え合い・学び合う力を高めるための学習活動の工夫。
e 100	「読んで、考え、表現できる子ども」の育成。
e 101	 届けよう！伝える、伝わる、ことばの力。伝え合う力を目指した授業づくり。
e 102	 確かな学力を育成する指導方法の工夫改善。少人数の特性を生かした学習指導の充実。
e 103	 自らのよさを生かし、互いに学び合い高め合える児童の育成。児童が主体的に活動で
きるアクティブ・ラーニングの授業づくりを目指して。
e 104	「自分の思いを豊かに伝え合う児童の育成」を目指して。様々な教科において「書く」
「話す」を中心に。
e 105	「豊かな心」をもち、よりよく生きようとする児童の育成。「自ら感じ、考え、学び合
う道徳の時間」を目指して。
e 106	 自ら課題を追究し主体的に学ぶ子どもの育成。アクティブ・ラーニングの視点からの
授業改善。
e 107	 学力の向上をめざした学業指導の充実。学びに向かう学級づくりとコミュニケーショ
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ン能力の育成。
e 108	 夢や目標の実現に向け、努力する児童の育成。
e 109	 授業における児童の思考力の育成。
e 110	「問い」のある課題を学びながら解決していく授業の工夫。学び合いによるコミュニ
ケーション能力の向上を図る授業の工夫。
e 111	 一人一人の基礎学力を伸ばし、自ら学ぶ力を育成する指導法の研究。学習意欲を高め
る教材の活用と保護者と連携した学習環境づくりを通して。
e 112	 ユニバーサルデザインの視点に立った子ども主体の授業づくり。課題の焦点化、視覚
化、動作化、共有化を方策として。
e 113	 伴に学び合う授業の創造。
e 114	 互いに聴き合い、学び合い、支え合う児童の育成。思考力、表現力を高め合う授業を
通して。
e 115	 学びをつなぎ互いに高め合う子どもの育成。子ども主体の学びを生かした学力向上の
取り組み。
e 116	 自分の考えを表現し、ともに学び合う児童の育成。
e 117	 学び合いを生かし、自分の考えを主体的に表現できる児童の育成。
e 118	 確かな学力の向上を目指し、伴に学び合う学習指導の工夫改善。問いのある課題設定・
振り返りを充実させた児童主体の授業づくり。
e 119	 児童生徒の学力向上を目指した指導法の工夫。子ども主体の活動を通して。
e 120	 自ら考え、他とかかわりあって学びを深めていく子どもの育成。学び合いを重視した
授業づくり・算数科を中心として。
e 121	 小・中併設小規模校の良さを生かした、学習指導の充実。思考力・判断力・表現力を
育むために。
e 122	 主体的に学ぶ児童の育成。共に学び合い、伝え合う学習活動を通して。
e 123	 自分の思いを伝え合い、高め合う児童の育成。単元を貫く言語活動の充実。
e 124	 算数科における学力の定着。基礎・基本の確実な定着と向上を目指して。
e 125	 一人一人に確かな学力を育むための指導の工夫。「楽しい、わかる、できる」が実感
できる学習指導の在り方。
e 126	 主体的に学び、自分で考える児童の育成。子ども主体の学びのある授業づくりを通し
て｡
e 127	 地域の教育力と小中併設少人数校のよさを生かした小中一貫を推進し、質の高い教育
を創造する。子ども主体の学びのある授業づくり
e 128	 基本的学習習慣を培い、確かな学力をつける指導。よりよい学習習慣の定着と､ 学び
合う授業の工夫。
e 129	「主体的に学び合う子」の育成を目指して。分かる授業づくりを通して。
e 130	 確かな学力を身に付けさせる学習指導の工夫。「芳賀の子どもの学力向上プラン」を
推進するる中で自分の考えを論理的に文章化できる児童の育成を目指して。
e 131	 子どもが見通しを持って主体的に学ぼうとする楽しい授業の工夫。ねらいを明確にし
た授業デザインの創造。
e 132	 自ら考え表現しようとする児童の育成。国語科における言語活動の充実を通して。
e 133	 基礎学力を身に付け、その力を支えとして主体的に学習する子どもの育成。学力向上
改善プラン（２年次）の実践を通して。
e 134	 思考力、表現力、判断力を育む授業の工夫。互いの考えを伝え合い、学び合う児童の
育成を目指して。
e 135	 自分の考えを持って伝え合い、主体的に学ぼうとする児童の育成を目指して。国語科、
算数科を中心とした授業の工夫。
e 136	 一人一人の思いや考えを表現し、伝え合うことができる児童の育成。算数的活動を生
かして、学ぶ楽しさを実感できる算数科の授業。
e 137	 確かな学力を身に付け、主体的に取り組む児童の育成。「表現する力」を指導の工夫
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を通して（３年次）。
e 138	 算数科における思考力・表現力を高める指導法の工夫。
e 139	 自分の考えや思いを持ち、伝え合う子どもの育成。自分の考えを「かく」活動を通して。
e 140	 基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を踏まえた思考力・判断力・表現力を育成
するための学習活動の工夫。効果的な言語活動を通して（国語科・算数科を中心にし
て）。
e 141	 基礎・基本を身に付け、自分の思いや考えを互いに伝え合う力の育成。格教科におけ
る言語活動を通して。
e 142	 思考力・判断力・表現力の育成。言語活動の充実を重視して。
e 143	 自らの考えを、自信をもって表現できる児童の育成。主として算数科の授業を通して。
e 144	 自ら考え、聴き合い、学び合い、高め合おうとする児童の育成。ＰＩＳＡ型読解力を
高める指導法の工夫を通して。
e 145	 自らの思いを生き生きと表現する児童の育成。言語活動の充実を目指して。
e 146	 学びの向上につながる「書く活動」の工夫・改善。主体的な学習を促し思考力・表現
力を高めるためのノート指導の充実を目指して。
e 147	 自分の思いや考えを大切にし、表現できる児童の育成。道徳の時間を中心に、言語活
動の充実を目指して。
e 148	 考えや思いを伝え合い、高め合う学習指導法の工夫。格教科での言語活動の充実を目
指して。
e 149	 自ら課題に取り組み、考える力・表現する力を育てる学習指導の研究。「社会科」に
おける思考を深める学習の研究を通して。
e 150	 自ら学び、考え、表現できる子ども育てる授業の工夫。文章の内容を正確に読み取る
ことのできる児童の育成を目指して。
e 151	 思考力・判断力・表現力等を育成する授業の工夫。各教科等における言語活動の工夫
を通して。
e 152	 思考力・判断力・表現力等の育成を目指した授業の工夫。
e 153	 思考力・判断力・表現力を育成する授業の創造。自分の考えを書き、言葉で伝え合う
活動を通して。
e 154	 確かな学力を身に付け、主体的に学ぶ児童の育成。算数科におけるコミュニケーショ
ンむを通して。
e 155	「活用する力」を高めるための教育活動の工夫（３年次）。主体的・協働的に学ぶ学習
を通して。
e 156	 算数科における思考力・判断力・表現力を育む学習指導の工夫。
e 157	 意欲を高め学力向上を目指した授業づくり。国語と算数の授業を通して。
e 158	 自他の人権を尊重し、ともに伸びようとする子どもの育成。
e 159	 自分の考えを表現できる児童の育成。「話す」「考える」活動を取り入れた授業を通して。
e 160	 自ら進んで健康な生活を実践できる子どもの育成（２年次）。
e 161	 主体的に考え表現する子供の育成。考える力・表現する力を伸ばす国語科授業の展開。
e 162	 伝え合い・学び合える授業づくり。算数科を中心として。
e 163	 自ら考え表現し、学び合う子どもの育成。自分の考えを表現する力を育てる指導法の
工夫。
e 164	 知識・技能を活用する力を高める。算数科の授業改善を通して。
e 165	 言語に関心をもち、自分の思いを表現できる児童の育成。
e 166	 見通しをもって考え、学び合う児童の育成。表現力が育つ算数的活動を通して。
e 167	 自分の考えをもち、生き生きと伝え合うことのできる子どもの育成。言葉の力の向上
を目指して。
e 168	 自分の考えをもち、伝え合うことができる児童の育成。算数科において表現する活動
を通して。
e 169	 主体的に考え表現できる児童の育成。ＵＤの学級づくり、授業づくり。
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e 170	 自分の考えや思いを表現できる子どもの育成。言語活動の充実と基礎的・基本的知識
技能の定着を図るための指導の工夫。
e 171	 主体的に考え、学び合う児童の育成。学び合い、気づき、活かす授業づくり。
e 172	 基礎的・基本的な学力の定着を図るための指導法の工夫。算数科の指導を通して。
e 173	 表現力を高める新橋っ子の育成。言語活動の充実に向けた指導法の工夫。
e 174	 自ら運動に親しみ、自己の体力を高めようとする児童の育成。楽しさと活動量に満ち
た授業の実践を核として（2年次）。
e 175	 思いや考えを進んで伝え合える子どもの育成。言語活動の充実を通して。
e 176	 自分の考えをもち、進んで表現する児童の育成。算数科における基礎的・基本的な知
識及び技能の習得と言語活動を充実させた指導を通して。
e 177	 自分の考えをもち、伝え合う力の育成を目指して。つなげる　深める　高める授業の
創造。
e 178	 ひとりひとりが輝く授業づくり（３年次）。どの子にも分かりやすい支援の工夫を通
して。
e 179	 正しく判断し、よりよく生きようとする児童の育成。認め合い響き合う道徳の授業を
通して。
e 180	 生きる力をはぐくむ学級経営。互いに認め合い学び合う学級づくりを目指して。
e 181	 思いや考えを生き生きと伝え合う児童の育成。思いや考えを表現する。
e 182	 自分の考えをもち、生き生きと学び合う	子どもの育成。考える・深める活動の充実
を通して。
e 183	 自分の思いを生き生きと表現しようとする児童の育成。各教科等の授業における伝え
合う活動を通して。
e 184	 自分の考えをもち、学び合う児童の育成。学びに向かう基礎・基本の確実な定着を目
指して。
e 185	 一人一人が自分の考えをもち、適切に伝え合う力の育成。算数科における言語活動の
充実を通して。
e 186	 ユニバーサルデザインの考えに基づいたどの子にもわかりやすく、安心して学習に取
り組める指導の工夫。
e 187	 一人一人が自分の考えをもち、適切に伝え合う力の育成。学ぶ喜び、伝え合う楽しさ
を感じる授業を通して。
e 188	 ふるさとに誇りをもち、自ら考え関わることのできる児童の育成。総合的な学習の時
間・生活科の主体的な学習を通して。
e 189	 筋道を立てて考え伝え合う児童の育成。言語活動の充実を通して。
e 190	 確かな学力を身につけ、進んで伝え合う児童の育成。国語科の読むことの指導を通し
て（３年次）。
e 191	 豊かな心をもち、主体的に学ぶ子どもの育成。できる喜びを感じられる学習をめざし
て。
e 192	 確かな学力を身に付け、自身をもって表現する児童の育成。思考を深める話し合い活
動の指導の工夫を通して。
e 193	 主体的に自分の考えや思いを表現できる児童の育成。書く活動を通して（２年次）。
e 194	 主体的に取り組み、自分の思いや考えを表現できる子どもの育成。確かな読みを通し
て表現する力を高める国語科の授業。
e 195	 互いのよさと認め、励まし合って活動する子どもの育成。人権意識を高める学級づく
り・授業づくり。
e 196	 自分の思いや考えを豊かに表現できる子どもの育成。基礎学力を高め、伝え合う力の
向上につなげる指導法の工夫。
e 197	 表現力を高めるための国語科指導の工夫。
e 198	 自ら考え、自ら学び、たくましく生きる児童の育成。９年間の学びをつなぐ環境づく
りをめざして。
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e 199	 自ら考え、自ら学び、たくましく生きる児童生徒の育成。９年間の学びをつなぐ環境
づくりをめざして。
e 200	 自ら考え、自ら学び、たくましく生きる児童生徒の育成。９年間の学びをつなぐ環境
づくりをめざして。
e 201	 かかわりあいの中で自ら学ぶ子どもの育成。論理的思考力を高める発問の工夫。
e 202	 学び合いを生かした学力の育成。考えを認め合い、学びを成立させる学習指導法の工
夫。
e 203	 自分の思いや考えを互いに伝え合える子どもの育成。豊かな思考力・表現力を育む学
習指導の在り方。
e 204	 学ぶ力を育む学習指導の工夫。主体的・協働的な学びを通して。
e 205	 基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導法の研究。効果的な算数的活の在
り方。
e 206	 生き生きと伝え合うコミュニケーション能力の育成。関わり合いの中で、考える力を
高めるための指導法の工夫。
e 207	 読む力を育てる国語指導〜説明文を中心に。
e 208	 学ぶ力と心豊かな人間関係の育成を目的とした小中一貫教育の推進。自他の良さを認
め、共に学び高め合う児童生徒の育成。
e 209	 自ら考え、自分たちの命を守るため、主体的に行動する児童の育成。
e 210	 安全で安心な地域作りに貢献する意識を育てる教育活動の工夫。防災について主体的
に学び、伝え合う活動を通して。
e 211	 児童がいきいきと学び、分かる実感を味わえる授業の工夫。一人一人が主体的に思考
し、伝え合う活動の充実。
e 212	 共に学び、自分の考えや思いを伝え合える児童の育成。算数の言語活動を通して。
e 213	 主体的・協働的に学ぶ児童の育成。算数科における思考力や表現力を育てる授業作り
を通して。
e 214	 ともに学び、考えを深め、互いに高め合おうとする子どもの育成。言語活動の充実を
通して。
e 215	 主体的に考え表現できる子どもの育成。
e 216	 よく考え、主体的に生き生きと学ぶ児童の育成。基礎的・基本的な知識・理解の習得
とその活用を図って。
e 217	 自ら考え、友達とかかわりながら共に学び合う授業創り。
e 218	 学び意欲を高めるためのわかる授業づくりと学業指導の充実。表現力の育成（聞く力・
話す力・伝える力）。
e 219	 読み取ったことをもとに、自分の考えを表現できる児童の育成。
e 220	 学び意欲を高めるための分かる授業づくりと学業指導の充実。
e 221	 言葉の力を高め、思いを伝え合える子の育成。
e 222	 主体的に学習に取り組む児童の育成。分かった・できたを積み重ねる指導の工夫。
e 223	 自ら学び生き生きと活動できる児童の育成。自らの考えを表し、学び合う学習活動を
目指して。
e 224	 自ら正しく読み取る力を育てるための指導の工夫。国語科における説明的な文章を読
み取る指導を通して。
e 225	 道徳性を高めるための道徳の時間の指導の工夫。
e 226	 自分の考えを豊かに表現できる子どもの育成。思いやりの心、協力し合う態度を育む
道徳教育。
e 227	 確かに読み取る力をはぐくむ国語科学習指導の充実。説明的な文章を通して。
e 228	 数学的な思考力を育てる指導方法の改善。教材の工夫に焦点を当てた誰もが思考でき
る場の設定を通して。
e 229	 自分の考えを持ち、わかりやすく伝え合う児童の育成。話し合う活動を通して。
e 230	 自ら学び、考えを広げ深める児童の育成。少人数集団を生かした指導方法の工夫。
金　井　　　正・大　木　俊　英
220
e 231	 学びの質を高め、その深まりを重視する授業の創造。課題解決に向けた主体的、協働
的で、能動的な学びを目指して。
e 232	 学力向上を目指す算数学習の在り方を求めて（２年次）。基礎・基本の定着を図る、
生き生き授業作り。
e 233	 学ぶ楽しさを実感し、自ら学ぶ児童の育成。言語力を高める指導法の工夫改善を目指
して。
e 234	 自ら考え解決する子どもの育成。国語科・理科を中心に。
e 235	 共に学び合い、高め合い、認め合う児童の育成。児童一人一人の学力・学習意欲を高
める授業づくり。
e 236	 自らの考えを持ち意欲的に学習に取り組む児童の育成。自己決定の場を設定し学ぶ力
を育む授業をめざして。
e 237	 表現・コミュニケーション能力の育成をめざして。主体的・協力的に学ぶ授業づくり
を通して（1）。
e 238	 聴き合い学び合う授業の創造。学び合う授業の実践。
e 239	 思考力・表現力を育てる授業のあり方。タブレット端末等のＩＣＴ機器の活用と言語
活動の充実を通して。
e 240	 できた・わかったと児童が実感できる授業の実践（第2年次）。学ぶ意欲を高める指導
方法の工夫。
e 241	 基礎・基本をもとに、主体的・協働的に学習する子どもの育成。学びあいのある言語
活動を活かして。
e 242	 自ら考え、互いに高め合う児童の育成。算数科を中心に知識・技能を高め表現できる
指導の工夫。
e 243	 自分の考えや思いを言葉で表現できる児童の育成。言葉で伝えることの楽しさや喜び
を味わう活動を通して。
e 244	「伝え合う力」の育成を目指して。
e 245	 できる・分かる・楽しい授業展開の工夫。数学的な考え方を高める指導を目指して。
e 246	 数学科における思考力を高めるための指導法及び学び合いの場の工夫
e 247	 自分の考えを分かりやすく表現できる児童の育成。算数学習を通して。
e 248	 分かる、楽しい授業の指導の創造。思考力を伸ばす「キーワード」の活用。
e 249	 分かる、できる授業でやる気アップ！進んで学ぶ子の育成。算数科の授業を通して。
e 250	 できる・分かる・楽しい授業の創造。伝える力をのばす学習指導。
e 251	 自分の考えを持ち、進んで表現できる児童の育成。思考力・表現力を高めるための算
数科指導の工夫。
e 252	 言語活動を通して学び合う授業の展開。主体的に考えね表現できる子どもを育てる授
業づくり。
e 253	 自ら考え、豊かに表現できる児童の育成。書く力・伝える力を高める。
e 254	 学ぶ喜びと楽しさを感じ、確かな学力を身に付ける児童の育成。表現活動を取り入れ
た授業の工夫を通して。
e 255	 確かな学力育成のための実践研究。学ぶ楽しさを味わえる授業づくりを目指して。
e 256	 見通しを持ち筋道を立てて考え、表現できる児童の育成を目指して。算数科の授業改
善・学習指導法の工夫。
e 257	 小中連携の推進を図り、心豊かで自ら学ぶ児童・生徒の育成。「話す・聞く」活動を
通して。
e 258	 基礎的・基本的な知識・技能を習得し、それらを活用する児童の育成。言語活動を中
心に。
e 259	 主体的に学習に取組、進んで学び合う児童の育成。めあて（見通し）と振り返りで主
体的学びをつくる。
e 260	 言葉の世界を広げ、自分の思いや考えを表現できる子の育成。確かな読みの力を付け
る言語活動を通して。
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e 261	 自ら考え、課題を解決できる児童の育成。自己解決型の授業を目指して。
e 262	 思考力・判断力・表現力等を高める算数科学習指導方法の研究。「活用する力」を意
識した授業の実践を通して。
e 263	 考え合う楽しさを感じながら、算数を創り出す授業の工夫。
e 264	 自分の考えを表現できる児童の育成。基礎基本の定着や言語活動の充実を図る授業を
通して。
e 265	 思いやりの心、協力し合う態度を育む道徳教育。「考える」道徳の授業の実践を通して。
e 266	 言語活動の充実を図る学習指導の在り方。
e 267	 主体的に学ぶ力を育てるための指導法の工夫。自分の考えを自分の言葉で表現できる
児童の育成を目指して。
e 268	 わかる・できる・楽しい授業を目指して。国語科を軸とした学習指導の工夫（３年次）。
e 269	 活用する力を育む授業づくり（２年次）算数科における実践を通じて。
e 270	 自他の存在を認め合いながら、ともに伸びようとする子どもの育成。
e 271	 伝え、比べ、深めることのできる児童の育成。言語活動の充実を通して。
e 272	「実感を伴った理解」を図る理科の授業づくり。課題の発見・解決に向けた主体的な
学びの成立を目指して。
e 273	 自分の考えを持ち、表現できる児童の育成。小規模校のよさを生かした算数科指導を
通して。
e 274	 自分の考えを伝え合い、高め合う児童の育成。言語活動の充実を図る算数科の授業を
目指して。
e 275	 進んで考え、伝え合う力の育成。国語科における言語活動の充実を通して。
e 276	 ユニバーサルデザインの授業を実現するための実践的な研究。学業指導の充実を目指
して。
e 277	 ユニバーサルデザインの授業づくりを目指して。
e 278	 全員が、楽しく「分かる・できる」授業を目指して。ユニバーサルデザインの視点を
取り入れた授業づくり。
e 279	 ユニバーサルデザインの授業づくり。学び合いの場のある授業を通して。
e 280	「習得」「活用」を意識した授業改革と、児童が意図的に取り組む授業の展開。
e 281	 考える力の育成。アクティブ・ラーニングの実践を通して。
e 282	 互いに自分の考えを表現し合い、共に高め合う児童の育成を目指して。学び合いの活
動を通して。
e 283	 どの子にも生き生きと学べる確かな授業を目指して。ユニバーサルデザインの視点を
取り入れた「確かな学力」向上を目指した取組。
e 284	 協働し、確かな学びを獲得する児童の育成。ユニバーサルデザイン化さた授業づくり
とアクティブ・ラーニングの推進を通して。
e 285	 自分の考えを効果的に伝えるための表現ができる児童の育成。「書くこと」における
表現力を高めるために。
e 286	 言語活動を生かし、共に学び合う児童の育成を目指して。思考力を育てる授業の工夫。
e 287	 一人一人の確実な学力向上を目指して。ユニバーサルデザインの授業づくりから。
e 288	 豊かな表現で自分の思いを表現できる児童の育成。言語活動を生かした表現力の向上
を目指して。
e 289	 自分の思いを伝え合い、ともに学ぶ児童の育成。国語科の授業づくりを通して。
e 290	 互いに学び合う児童の育成。ユニバーサルデザインの授業を通して。
e 291	 主体的に学習に取り組み、ともに伸びようとする児童の育成。学び合い活動を取り入
れた授業づくりを通して。
e 292	 しっかりと表現し、思いを伝える力の育成。算数科の授業を通して（３年次）。
e 293	 思いを伝える子どもの育成。話し合って友達の思いを知ろう。
e 294	 主体的に考え続ける児童の育成。道徳科における問題解決的な学習を通して。
e 295	 運動や外遊びを楽しむ子の育成。
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e 296	 コミュニケーション能力を育成する学習環境や学習支援の在り方。
e 297	 互いに認め合い、よりよい学級生活を築こうとする児童の育成。国語科・算数科を通
して。
e 298	 主体的に学び、自分の思いや考えを伝え合う子どもの育成。授業での学びと家庭学習
をつなぐノート指導を通して。
e 299	 見通しを持ち、筋道を立てて考える力の育成。
e 300	 自ら考え豊かに表現できる児童の育成。算数科・国語科における言語活動の充実を目
指して（３年次）。
e 301	「考える力」（思考・判断・表現力）を高めるための指導法の研究。話し合い活動を通
して、自分の言葉で表現できる子。
e 302	 進んで表現し、学び合う児童の育成。「伝え合いの基礎基本の定着」と「授業におけ
る伝え合う活動の工夫」を通して。
e 303	 すべての児童が分かったという実感が持てる事業づくり。
e 304	 自分の考え、自分の言葉で進んで表現できる児童の育成。。ＨＹＰＥＲ－ＱＵを効果
的に活用した授業の研究（１年次）。
e 305	 自分や友達の思いや願いをみんなで協力して実現できる子どもの育成。学級活動の指
導の充実を通して（７年次）。						
e 306	 問題解決的な学習の充実。表現力の育成に向けて。主体的に学ぶ学習者の育成。思考
力の向上を目指して。
e 307	 主体的に学ぶ学習者の育成。思考力の向上を目指して。						
e 308	 学力向上を目指した学習指導の在り方。「学び合い」を大切にする授業づくりを通して。
e 309	 将来の夢実現に向けて、粘り強く努力する児童の育成。学びの基礎となる言語力を育
成する活動を通して。
e 310	 主体的・協働的に学ぶ児童の育成。一人一人が主体的に課題と向き合い、友達と協力
して課題解決を目指す活動の工夫。
e 311	 通常学級における特別支援教育の充実。児童一人一人を考えた支援の在り方。
e 312	 伝え合い、認め合い、学び合う子どもの育成。よりよい学級集団づくりを通して。
e 313	 児童の思考の流れに寄り添い、学びを深める指導の研究。気づきを促す発問と支援。
e 314	 どの子にも「分かる」「できる」を目指した授業づくり。（２年次）ユニバーサルデザ
インの視点を取り入れた指導の工夫。
e 315	 特別教育の視点を取り入れた授業づくり。すべての子どもが意欲的に取り組む授業づ
くりを目指して。
e 316	 仲間とともによさを高め合う児童をはぐくむ道徳教育。道徳的価値の自覚を深める道
徳の時間の工夫・改善。
e 317	 子ども一人一人の学びを保証した、その子らしさを発揮し、学び合う授業づくり。
e 318	 ともに伝う合う児童の育成。学んだことを生かして。
e 319	 自ら考え、思いを表現する児童の育成。思考力・表現力を高める授業づくりを目指して。
e 320	 主体的に活動し、自主的、実践的に集団活動に関わる児童の育成。話し合い活動の指
導法の工夫を通して。
e 321	 互いに深め合い、主体的に学ぶ児童の育成。アクティブ・ラーニングの実践を通して。
e 322	 通常学級における特別支援教育の充実。
e 323	 よりよい集団を育てるアクティブ・ラーニングによる指導法の工夫。
e 324	 確かな学力豊かな心健やかな体の育成を目指して。小中一貫教育の推進。
e 325	 表現力やコミュニケーションカを高め、かかわり・つながり・発信する力を育む学習
指導の工夫。
e 326	 自分や友だちのことを認め尊重し合いながらよりよい関係をつくることができる児童
の育成。いのちと友情の「学校予防教育」実践を通して。
e 327	 主体的に学び、考えを伝え合う子供の育成学び合いながら学ぶ授業づくり。
e 328	 学ぶ楽しさ・分かる喜びの味わえる授業の創造学びの広がりと深まりを求めた指導の
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工夫。
e 329	 互いの大切さを認め合い、自分をもっていきいきと活動する東っ子の育成。コミュニ
ケーション能力を高めるための活動を通して。
e 330	 確かな学力の定着を図る学習指導の研究。国語科の読む力、書く力の育成を目指して。
e 331	 一人一人の思いを大切にした学習活動の工夫。
e 332	 主体的に考え表現できる児童の育成学習意欲を高める授業づくりを通して。
e 333	「正確に読む」「豊かに読む」カを伸ばす授業づくり。児童の言語活動の充実を通して。
e 334	 生き生きと学ぶ児童の育成。学力の向上をめざした指導の工夫。
e 335	 互いに認め合い、励まし合って、主体的に行動できる子どもの育成	。インクルーシ
ブ教育を生かした学習指導の改善・充実を目指して。
e 336	 一人一人を生かし伸ばす教育活動の展開。インクルーシブ教育推進の視点からのアプ
ローチ。
e 337	 自らの考えを表現できる児童の育成言語活動の充実を図った授業の工夫。
e 338	「できた」「分かった」「もっと知りたい」分かる喜びを実感できる授業づくり。児童
が学び合う授業を通して。
e 339	 自ら考え、表現し、学び合う児童の育成。国語科における、読むカ・書く力の育成を
目指して。
e 340	「わかる・できる」喜びを味わわせることができる授業の創造。算数科における個に
応じた指導の工夫を通して。
e 341	 主体的に学び自分の考えを表現できる子どもの育成。わかる算数科の授業を通して。
e 342	 自分の考えを論理的に伝えることのできる児童の育成。言語活動の充実を目指した国
語科・算数科の授業実践を目指して。
e 343	 思考カ-判断力・表現力を育成するための学習指導の工夫	。「ねらい」と「振り返り」
に焦点を当てた授業展開の工夫改善。
e 344	 正しく読み、正しくこたえられる子どもを目指して読解力が身につく指導の工夫。
e 345	 基礎・基本の確実な定着を図るための学習指導の充実。言語活動の充実を目指して。
e 346	 自ら学ぶ意欲を高め、自分の考えを表現できる児童の育成。コロロ/活動を取り入れ
た授業実践を通して。
e 347	 共によりよく生きようとするけやきっ子の育成。豊かな心を育む活動を通して。
e 348	 自分の考えをもち、表現できる児童の育成を目指して。読みの学習を通して。
e 349	「分かった・できた・楽しい」を実感できる授業の工夫。単元を貫く言語活動を位置
づけた国語科授業の工夫。
e 350	 生き生きと学び合う氷室っ子の育成。聞く力、伝える力を伸ばすための学習活動の工
夫。
e 351	 自ら学ぶ意欲と自ら考える力の育成。
e 352	 基礎的・基本的な知識及び技能を身に付けた児童の育成。自らの考えを伝え合う活動
を通して、思考を広げ、深めていく授業展開の工夫。
e 353	 学びの心を育み、認め合いながら、ねばり強く取り組もうとする児童の育成。子ども
の不安や悩みを受け止め、共に生きようとする教師。
e 354	 一人一人を生かし育てる指導。
e 355	 学び合い高め合う子どもの育成。基礎・基本を生かした問題解決能力を育てる指導の
工夫を通して。
e 356	 自分の思いを進んで伝える児童の育成。学び合い学習をメインにした授業の創造。
e 357	 自分の考えを持ち、表現できる子どもの育成。
e 358	 一人一人を子を見つめ生かす教育の実践。子どもの思いを大切にする教師。
e 359	 豊かな心を持ち、生き生きと学ぶ子どもの育成。関わり・事実の把握・信頼関係づくり。
e 360	 自ら学ぶ子の育成。（主体的に学ぶ力と基礎学力の向上）
e 361	 学び合う喜びを感じ、ともによりよく生きる子どもの育成。
e 362	 自他の存在を尊重し、心豊かに、主体的に取り組む子。
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e 363	 良さを認め合い、主体的に学び続ける子どもの育成。
e 364	 豊かな心を持ち、主体的に生きる子どもの育成。子どもの思いやりや願いに寄りそえ
る教師。
e 365	 進んで学び、運動する子の育成。互いに認め合い、あたたかな学級経営を基盤に。
e 366	 自ら学び、自ら考え、心豊かに生きる子の育成。
e 367	 大勢の人の中でも（どこにいっても、だれとでも）自信を持ってたくましく生きるこ
とのできる久野っ子の育成。
e 368	 確かな学力、豊かな心、健やかな体を育む教育。自信を持って行動できる子の育成を
目指して。
e 369	 悦んで登校し、生き生きと学ぶ子。各教科等の授業における言語活動の充実。
e 370	 自ら学習する子の育成。
e 371	 一人一人を支え豊かなコミュニケーション力を育む指導の在り方。
e 372	 学ぶ楽しさや喜びを感じ、確かな学力を身につける子どもの育成。
別添　資料－２　「栃木県内全市町立中学校の学校課題一覧」
※Ｓは中学校であることを示し、数字は各学校毎に付けてある。
Ｓ   1　基礎的・基本的な内容の確かな定着を図る指導の充実。言語活動の充実を目指して。
S   2　自分のよさを生かした自己実現に主体的に取り組む生徒の育成。学びの機会の充実と
学習習慣の確立を図りながら、学びの喜びを体感させ、基礎・基本の徹底と個別化に
よる発展的、補充的指導の工夫・改善。
S   3　自らの力で生き抜く生徒の育成を目指す指導の工夫。基礎・基本の定着と学習習慣の
確立。
S   4	 基礎・基本の習得と活用およびコミュニケーション能力の育成を目指した指導。家庭
学習習慣定着に向けての積極的・計画的指導。
S   5	 一人一人の学習意欲が高まる「分かる授業」の展開と進んで学習する生徒の育成。
S   6	 意欲的に学習に取り組む生徒の育成。確かな学力の定着。自ら学び、自ら考える生徒
の育成。特別支援教育の充実。
S   7	 生徒一人一人の学習意欲の向上と言語活動の充実。
S   8	 学び合いやふり返りを通して、自分の思いや考えを表現できる生徒の育成。
S   9	 自己の課題を意識し、主体的に学び取る態度の育成。基礎・基本の定着を目指した魅
力ある授業を通して。
S   10	国語科、算数・数学科、会話科・英語科を中心として、９年間の指導の系統性を生か
した表現力の育成を図る。基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得と根気強く学習
に取り組む生徒の育成。
S  11	「分かる」・「楽しい」が味わえる学習指導の工夫。「分かる授業」の展開と家庭学習の
確立を図る学習指導、思考力、判断力、表現力を伸ばす言語活動の充実。
S  12	 論理的に話し合い、思考を深め合う学習の推進。基礎・基本の定着を目指す、思考を
深め合う学習の推進。
S  13	 確かな学力を身に付けるために主体的に学ぶ生徒の育成。生徒の興味・関心やコミュ
ニケーション能力を高める指導方法の工夫を通して。
S  14	 生徒を認め生かす授業の工夫。学びに向かう力や人間性を育む。
S  15	「分かる授業」による基礎・基本の定着と「アクティブ・ラーニング」による思考力、
判断力、表現力の育成。
S  16	 生徒の興味関心を高め、生徒間の学び合いを重視した授業改善。望ましい学習態度の
育成。家庭学習の習慣の確立。「分かる授業・活気ある事業」の展開。
S  17	 授業のユニバーサルデザイン化（個別支援の重視）。活用型学習における支援の工夫（ア
クティブ・ラーニングの実践）
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S  18	 基礎・基本の確実な定着を目指し、分かる授業・できる授業の実践と一人一人の良さ
を生かす指導工夫。
S  19	 学力向上を図るため、学習意欲の向上と家庭学習の習慣化、基礎・基本の定着度を高
める。コミュニケーション能力を高める授業を工夫することにより、言語活動の質的
向上を図る。
S  20	 生徒一人一人の確かな学力を育む学習指導の改善・充実。
S  21	 学びに向かう集団づくりと子どもが意欲的に取り組む授業づくり。学び合い活動を通
して、コミュニケーション力の向上を推進する。分かる授業を展開し、生徒の学習意
欲の向上を図る。
S  22	 確かな学力を身に付け、主体的に考え表現できる生徒の育成。家庭学習を充実させる
ための課題の出し方の工夫。小中乗り入れ授業を通して、地域学校園としての授業の
あり方の研究。
S  23	「学び合い」を通した学習意欲の向上、基礎・基本の定着及び思考・判断・表現力の育成。
S  24	「分かる授業」の展開と自主的・主体的学習態度の育成。学習態度を育てる指導。家
庭学習の定着。
S  25	 地域学校園授業コンセプトの定着・充実。計画的な一人１授業公開と、教員相互の授
業参観の充実。基礎的・基本的な知識・技能の育成。
S  26	 生きて働く思考力の育成方法の研究。各教科等でのねらいを明確にした言語活動を通
して。
S  27	 基礎・基本の確実な定着と言語活動の充実。
S  28	 学力向上のための基礎・基本の定着と学習習慣を確立する指導の在り方。
S  29	 確かな学力の育成学年・学級経営の充実きめ細やかな丁寧な指導・支援。
S  30	 生徒が主体的に学び合う集団づくりを目指して。特別活動・部活動を中心に。
S  31	 心豊かで自ら学ぶ生徒の育成。学力向上を目指して。
S  32	 夢や目標をもち、その実現に向けて自ら努力できる生徒の育成。キャリア教育の意図
的・継続的推進を通して。
S  33	 認め合い学び合う授業の創造。
S  34	 共に学び合い、考え合う生徒の育成。職員研修を核とした授業力の向上を通して。
S  35	 確かな学力を身に付けるための授業の充実。基礎基本のさらなる定着と主体的・協働
的な学習の充実を目指して。
S  36	 確かな学力を身につけるための効果的な指導法の工夫。自分の考えを伝える力の育成。
S  37	 一人一人の社会的自立に向け、基盤となる揚力や態度を育てる教育活動の展開。教科
学習を通して、言語活動の充実を図る指導の工夫。
S  38	 学力向上を目指した指導の在り方。思考力・判断力・表現力をはぐくむ授業づくり。
S  39	 一人一人が確かな学力を身につけ、主体的に学ぶ学習の創造。基礎学力の向上と思考
力・判断力・表現力の育成を目指して。
S  40	 主体的に学び合う生徒の育成。学業指導と家庭学習の充実を通して。
S  41	 夢や目標に向かって、主体的に表現する生徒の育成。諸活動における生徒の実践的活
動の充実を通して。
S  42	 ともに学び合い、高め合える生徒の育成。学びに向かう学級集団づくりをめざして。
S  43	 課題を持ち　学び合う生徒の育成。表現力を高める（伝え合い　教え合い　高め合い）。
S  44	 思考力・判断力・表現力の向上。生徒が主体的・協働的に学ぶ授業を目指して。
S  45	 確かな学力を育成する教師力・授業力の向上。生徒主体の学びのある授業づくりを通
して。
S  46	 児童生徒の学力向上を目指した指導法の工夫。子ども主体の活動を通して。
S  47	 互いに高め合える集団づくり。生徒主体の学びのある授業づくりを目指して。
S  48	 小・中併設小規模校の良さを生かした、学習指導の充実。思考力・判断力・表現力を
育むために。
S  49	 生徒が主体的に取り組み確かな学力を身に付けるための指導の在り方｡ 授業づくりの
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実践を通して。
S  50	 一人一人に確かな学力を育むための指導の工夫。「楽しい、分かる、できる」が実感
できる学習指導の在り方。
S  51	 小中連携・一貫教育を核としたアクティブ・ラーニングの実践。
S  52	 地域の教育力と小中併設少人数校のよさを生かした小中一貫を推進し、質の高い教育
を創造する。子ども主体の学びのある授業づくり。
S  53	「子ども主体の授業づくり」の推進。生徒一人ひとりの確かな学力の向上を目指して。
S  54	 基礎・基本の確実な定着と意欲的に学習に臨む生徒の育成。
S  55	 思考力・判断力・表現力等を高める指導法の工夫。主体的に考え、根拠をもとに判断
し、豊かに表現できる生徒の育成を目指して。
S  56	 確かな学力を育成する教育活動の展開。思考力・判断力・表現力を育てる取組の実践
を通して。
S  57	 確かな学力を身に付け、何事にも主体的に取り組む生徒の育成。各教科等における言
語活動の充実を通して。
S  58	 学力向上に努める生徒の育成。学習指導の工夫・改善を通して。
S  59	 各教科における思考力・判断力・表現力の育成。
S  60	 思考力・判断力・表現力を育む言語活動の充実。協働学習の在り方の工夫。
S  61	 自ら考え判断し、表現できる生徒の育成。「思考のすべ」を取り入れた授業の展開を
通して。
S  62	 基礎学力の定着。生徒一人一人が自信を持って発言・発表できる集団づくりを目指し
て。
S  63	 学習に意欲的に取り組みむ、自分の意見や考えを適切に表現できる生徒の育成。
S  64	 生徒が生き生きと活動できる学校を目指して。社会的な自立を目指した生徒の育成。
S  65	 学習意欲を高め、基礎・基本の確実な定着と思考力・判断力・表現力の育成。言語活
動の充実。
S  66	 心豊かでたくましい生徒を育むために。確かな学力を身に付け、主体的に学ぶ生徒の
育成を目指して。
S  67	 基礎・基本を活用する力の育成。言語活動の充実と表現力の向上を目指して。
S  68	 確かな学力を育成する教育活動の展開。学業指導の充実を通して。
S  69	 主体的に学び合う生徒の育成。アクティブ・ラーニングを取り入れた授業づくり。
S  70	 時と場に応じて適切に自分の考えを表現できる生徒の育成。プロジェクトＨＡＧＡを
核とした実践。
S  71	 生徒の自己肯定感を高め、意欲的に活動する生徒の育成。基礎学力の向上と認め合う
学級集団を目指して。
S  72	 意欲的に学習に取り組む生徒の育成。ねらいが明確で、学びがいのある授業づくり。
S  73	 学びに向かう集団づくり。言語活動の充実に向けた指導法の工夫。
S  74	 基礎・基本の確実な定着と言語活動の充実に焦点を当てた魅力ある授業の創造。言語
活動の充実、自己表現力の向上を目指して。
S  75	 家庭学習に主体的に取り組む生徒の育成。
S  76	 自ら学び、自ら考え、すすんで表現する生徒の育成。二中プロジェクトによる言語活
動と学業指導の充実を通して。
S  77	 	確かな学力を身に付けさせる指導方法の工夫。各教科領域の特性に応じた言語活動
の充実を目指して。
S  78	 基礎力・思考力・学習意欲の向上を目指した指導のあり方。主体的・創造的・協働的
な学びを求めて。
S  79	 自主性・主体性を伸ばし、主体的に学び子供たちが主役となる学校づくり。学びに向
かう集団づくりを通して。
S  80	 共通指導交流活動をとおして、間中ブロック全体で子どもの豊かな成長を図る小中一
貫教育。
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S  81	 自ら考え	正しく判断し	ともによりよく生きようとする生徒の育成。本気で聴き合い	
真剣に話し合う道徳の時間をとおして。　
S  82	 自ら学び、進んで活動する豊田っ子の育成。小中の連続性を大切にし、自分の考えを
伝える力を高める。
S  83	 自ら考え、意欲的に学び合う生徒の育成。基礎・基本の習得と言語活動の充実を通して。
S  84	 基礎学力の定着と学習意欲の向上を目指した指導法の工夫・改善。よく聞き、よく考
えて学び合う生徒の育成。
S  85	 自ら考え、自ら学び、たくましく生きる児童生徒の育成。	９年間の学びをつなぐ環
境つくりを目指して。	
S  86	 生徒に学ぶ力を育むための学習指導の工夫。
S  87	 基礎基本の徹底と分かって楽しい授業を目指して。ねらいを明確にした学び合い活動
を通して。
S  88	 励まし合い、高め合える集団づくり。学力向上への意欲と実践力の育成。
S  89	 生徒の考えをつなぎ、集団で学ぶよさを生かした授業づくり。学業指導の推進。
S  90	 学ぶ力と心豊かな人間関係の育成を目的とした小中一貫教育の推進。自他の良さを認
め、共に学び高め合う児童生徒の育成。
S  91	 安全で安心な地域作りに貢献する意識を育てる教育活動の工夫。防災について主体的
に学び　伝え合う活動を通して。
S  92	 小中９年間を通した確かな学力の育成をめざした指導法の工夫・改善。特別支援教育
の視点に立った学級づくり・授業づくりを通して。
S  93	 共に学び、高め合う生徒。生徒一人ひとりの学力向上を図るために。
S  94	 表現力を高める指導と評価の工夫。表現力を見取り、適切な評価に結びつけるために。
S  95	 学ぶ意欲を高めるための分かる授業づくりと学業指導の充実。
S  96	 自他を尊重し意欲的に学び、自ら力を伸ばせる生徒の育成。自己実現に迎える学びづ
くり、授業づくり。
S  97	 確かな学力の育成を目指した指導法の工夫。基礎・基本の定着と学力向上を目指して。
S  98	 確かな学力を育む学習指導の工夫・改善。コミュニケーション能力の育成と活用を通
して。
S  99	 学習意欲を高める授業の工夫。言語活動を視野に入れて。
S 100	 思考力の育成。授業における発問の工夫。
S 101	 思考力・判断力・表現力を高める授業実践。
S 102	 学び合いの授業を通した、確かな学力の育成。主体的な対話での学びを意識して。
S 103	 思考力・判断力・表現力を育成する言語活動の充実。生徒のよりよい学びあいを生か
して。
S 104	 確かな学力を身に付け、主体的に学習に取り組む生徒の育成。「学びの共同体」学び
合い学習の展開を通して。
S 105	 思考力・判断力・表現力の育成を目指した学習指導の工夫改善。アクティブ・ラーニ
ングの推進を通して。
S 106	 生徒一人一人が主体的に学び合う学業指導。「ねらい」と「振り返り」を重視して。
S 107	 確かな学力を身に付けさせる学校を目指して。「聞く力」「伝える力」を育てる授業を
通して。
S 108	 小中連携の推進を図り、心豊かで自ら学ぶ児童生徒の育成。主体的に聞き（訊き）、
考える力を高め、表現する力の育成。
S 109	 言語活動の充実を図る学習指導法の研究。思考力・判断力・表現力等を育てる６つの
学習指導と学習形態を明確にし、問題解決的な学習過程を取り入れた授業実践を通し
て。
S 110	 生徒の表現力を高める学習指導の創造。言語活動の充実に視点をあてて。
S 111	 生徒一人一人を生かし、主体性を引き出す学習指導。協同学習を通して。
S 112	 確かな知性を身に付けた生徒を育てるための学習指導の工夫。言語活動・表現力の充
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実を図る学習指導の展開。
S 113	 豊かな心を持ち、主体的に学習する生徒の育成。
S 114	 生徒が意欲的に取り組む授業づくり（学業指導）
S 115	 学ぶ意欲を高める学業指導の充実。子どもが互いに高め合って意欲的に取り組む授業
づくり。
S 116	 学習指導の充実。学びに向かう集団づくりと分かる授業づくりを通して。
S 117	 大小・若中小中一貫教育推進に向けた研究。
S 118	 一人一人が輝く学校を目指して。確かな学力の育成。
S 119	 夢と志を持ち、確かな学力と豊かな人間性を身に付けたたくましい生徒の育成。アク
ティブ・ラーニングとキャリア教育の推進を通して。
S 120	 表現力の豊かな生徒の育成を目指して。言語活動の充実を図り、論理的に説明できる
生徒の育成。
S 121	 思考し、表現する力を育成するための、学び合いの推進。学びの基礎をつくるための
指導法の工夫。
S 122	 基礎学力の向上。基礎・基本の定着とコミュニケーションの充実。
S 123	 確かな学力の向上と豊かな心の育成。最後までやり抜く生徒の育成を通して。
S 124	 学び合い、認め合い、高め合う生徒の育成。
S 125	 校是「和して学ばん　伸びよ東陽中」を体現できる生徒の育成。生徒一人一人を生か
す学業・学習指導、中中連携の充実。
S 126	 学びの力を育てる生徒主体の授業。発達の段階に応じた効果的な学び合いの在り方。	
S 127	 国際教養を身に付けた次代を担う人材の育成。那須を愛し、人とつながり、世界につ
ながる。
S 128	 すべての生徒が分かったという実感が持てる授業づくり。通常学級における特別支援
教育の実践研究。
S 129	 単元デザインシートを活用した、基礎的・基本的な知識・技能の習得と思考力、判断
力、表現力の育成を目指した授業づくり。HYPER-QUを生かした学級集団・学習集
団の育成。
S 130	 集団の学力を向上させるための指導方法の工夫。一人一人の学びを大切に。				
S 131	 学びへの「実感」ある授業づくりを目指して。
S 132	 自ら積極的に表現しようとする生徒の育成。（1年次）「書くこと」の継続的な指導を
通して。
S 133	 学び合いを取り入れた授業の実践。言語活動を充実させる指導方法の工夫。
S 134	 学びに向かう生徒集団をつくる学習指導の工夫。分かる授業づくりを通して。
S 135	 探求する学習集団の形成を目指して。思考力・判断力・表現力を高める授業の工夫。
S 136	 自ら考え、学び合う児童・生徒の育成。地域を愛し、主体的に生きていく人づくりを
目指して。
S 137	 よりよい集団を育てるアクティブ・ラーニングによる指導法の工夫。
S 138	 義務教育9年間の連続した学びの中で、確かな学力豊かな心健やかな体の育成を図る。
小中一貫教育の研究。
S 139	 自他を尊重し、学び合い高め合える生徒の育成。学びの中で高め合える生徒づくりを
目指して。
S 140	 意欲的に学習に取り組み、自らを高めようとする生徒の育成。学びの基礎力や社会的
実践力を高める取組と分かる授業の実践を通して。
S 141	 意欲をもって主体的に学習に取り組む生徒の育成。基礎-基本の定着を図り、思考カ・
判断力・表現力等を育むための言語活動の充実。
S 142	 一人一人の学力向上を図る指導の工夫。
S 143	 心豊かで、自ら学び、たくましく生きる生徒の育成	。小中一貫教育の推進を図りな
がら。
S 144	 生徒一人ひとりの学力の向上を目指して。活動の充実と学習規律=学習習慣の確立。
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S 145	 日本一の葛生中を創ろう。日本一楽しい学校（目的意識を備えた仲間意識）。日本一
自分を磨ける学校(社会に無くてはならない人材を目指す青雲の志)。
S 146	 一人一人の学びを大切にする学習指導。聴き合い、伝え合う活動を通して。
S 147	 一人一人の学力（生きる力）を伸ばす工夫。同和問題をはじめとして、様々な不安に
悩む生徒と語り合える教師。
S 148	 豊かな心を持ち、自ら学ぶ生徒の育成。一人一人の不安や悩みに気づき、支えられる
教師。
S 149	 自ら課題を持ち、主体的に学習に取り組む生徒の育成。
S 150	 一人一人の個性を伸ばし、心豊かな生徒を育成する。生徒に積極的に声をかけ、「よさ」
を引き出す工夫を通して。
S 151	 生徒一人一人のよさや可能性を生かす学校づくり。自己実現に向けて励む生徒を支え
る教師を目指して。
S 152	 自他を尊重し、互いに高め合う生徒の育成。
S 153	 心身ともに健康で、自ら考え、正しく判断し、行動できる生徒の育成。「あいさつ」「傾
聴」「支え合う授業」「家庭学習」「行事」
S 154	 自ら学び、主体的に判断し行動できる生徒の育成。一人一人の心の中を理解し、支え
励ます教師。
S 155	 自ら学ぶ意欲を持ち、よりよく課題を解決する力を身に付けた生徒の育成。
S 156	「生徒の心に生きる教師」を目指し、一人一人を大切にする教育活動を実践して、基
本的な生活態度と基礎・基本となる学力を身に付け、夢や目標の実現のために、あき
らめずに努力する生徒を育成する。
S 157	 豊かな心を持ち、たくましく学ぶ生徒の育成。
